
夫
草
回
申
揖
掴
=
守
-
困
蹄
昌
司
劃
偶
血
胃
間
百
【
軍
属
-
回
目
岡
留
骨
】

行韓日一月八年沼t:.，何回

議

輔

融

品

細

川

越

最

段
別
割
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

2
エ

岬

士

神

戸

正

雄

敷
畢
的
経
済
事
の
論
理
的
構
造
・
・
女
撃
博
士
米
田
庄
太
郎

貨
幣
の
本
質
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
文
皐
博
士
高
田
保
馬

時

間

捻

醐

米
債
基
準
設
定
に
就
い
て
・
・
・
・
・
・
空
商
事
士
八
木
芳
之
助

持

叫

仲

間

川

同
家
経
費
の
轄
擦
に
就
い
て
・
・
・
経
一
宮
宇
土
小
山
田
小
七

統
計
の
解
説
、
批
判
、
解
折
・
・
経
済
畢
土
地
川
虎
三

経
済
表
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
皐
士
柴
田
敬

脇

棺

他

陣

生
産
費
画
数
と
生
産
費
遮
増
減
の
法
則
空
御
率
士
高
森
晋

盟
諸
…
畑
一
指
築
失
業
の
季
節
的
愛
勤
・
・
極
主
主
盆
田
熊
雄

人
口
定
数
観
考
・
・
・
・
・
・
・
・
法
皐
博
士
財
部
静
治

当

冶

ム

下

正

米

市

場

規

則酪

間

体

都

新
著
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



説

苑

統
計

の
解
読
、
批
剣
、
解
析

統

計

の

解

説
、
批

判
、
解

析

画

策
三
十

一
巻

二
五
二

蜷

川

第

二
號

九
六

虎

三

統
計

學

の
研
究

謝
象

に
就

い
て
は
、
従
来

、
議

論
が
わ
か
れ
て
み

る
。
併

し
乍

ら

、
所
謂
統
計
學

に
於

て
論
暫

ら
れ

、
説

明

せ
ら

れ
て

み
る
問
題

は
大
同

小
異

で
あ
り

、
詑

ソ
、
そ
れ

が
傾
向

に
於

て
、

二

つ
の
型

こ
し

て
類
別

し
得

る
状
態

に
在

る
こ
ご

は
、
私

が
、
先

に
本

誌

に
於

て
紹
介

、
批
評

し
セ
所

で
あ

右
。
而
し
て

、
其

の
際

に
も

述

べ
た
所

で
あ

る
が
、
私
は
淺
學
な

が
ら

、
從
來

の
統
計

學
者

の
統
計

學

に
封

ず

る
見
解

に
は
無

條
件

で
從

ふ
こ

ご
が
出
来

な

い
の
み
な
ら
す

、
私

の
見
解

は
、
甚

だ
人

な

る
距
離
を
有

っ
て
み

る
こ
ご
を
認

め
る
。
殊

に
私
は

、
,

そ

れ
ら

の
見
解

に
於

て

、
統

計
學

の
禮
系

ご
構

成

ご
に
理
論
的
根
簾

の
薄
弱

さ
を
見

出
す

ご
共

に
、

論
理
的

一
貫

の

の
見
透
し
を

認

め
得

な

い
か
ら

で
あ
る
。
併

し
私
は
、

こ

、
に
、
理

論
納
根
擦

ご
云

ひ
、
論
理
的

一
貫

ご
云
ふ
も

決
.し
て
架
室

に
、
理
論
を
弄

び
論
理

の
遊
戯

に
耽

る
こ
ご
を
指
す

の

で
は
な

い
。
統
計

學

が
肚
會
科

學

の
、
我

々

の
砒
會

の
諸
事
象

の
分

析

ご
解
剖

ご
を
其

の
任

こ
す

る
科

學

の
、

一
研
究

方
法

を
論
ず

る
限
り
、
此
等

の
科
學

に

饗

す

る
統
計

學

の
意
味

を

充
分

に
理
解
す

る
こ
ご

に
よ

っ
て
、
其

の
螢
達
史

の
段

階

に
於

て
、
現
在

に
於

て
は

、

少

く
こ
も
、
,私

の
云

ふ
所

の
意
義
を
認
む

べ
き

で
あ

り
、
ま

把
認

め
な
け

れ
ば
な

ら

諏
ご
私

は
考

へ
る
の
で
あ
る
。

現
在

に
於

け

る
多
数

の
統
計
學
者

の
見
解

は
、
此

の
貼

に
於

て
、
甚

だ
無
批

判
的

で
あ
り
、
現
在

の
杜
會

科
學

の

1)拙 稿 、統 計學 に於 け る二つ の傾 向 に就 い て、経 済論叢 ・xxx牛

所 謂数 理統 計學 と幕 せ ら るLも の エ 領 域 に捨 ては此 の言葉 は當 らない が そ塾2)
は專 ら統 計解 操法 或 はその基 礎理 論 を問題,」ナ るもので 忍 が ここに云 ふ統 計

學 は專 ら杜會 統 計學 に就 い てrあ る。



.一

言
窒
幣
・荒
.富鉱
置
蕩

.㌔
"訟
摩可
..

大
な

る
登
展
を
見
逃

し

て
居
軌

、
從

っ
て
自

ら
認
識
不

足

に
陥

っ
て
居

る
も
の

こ
云
は
ね
ば
な
ら

な

い
。

こ
の

こ

ざ
は

、
少
し
統
計
學

を
心
し
て
學

ぶ
者

の
直
ち

に
観
取
し
得

る
所

で
あ
ら
う

。
即
ち
統

計
學
は
恰

も

一
技
術

の
研

究

の
如
く
考

へ
ら

れ
、
だ

y
其

の
傳
統
を
追

ひ

、
概

念

の
正
確

、
理
論
の
登
展

に
甚

だ
咲

け
て
居
り
、
從

っ
て
そ

の
膿
系

は

、
假
倉

、
外
親

に
於

て
整

へ
る
が
如

く
装

ふ
も
、
實
質
的
内
容

に
於

て
甚

だ
貧
弱

で
あ

る
か
、
或

は
、

内

容

ご
甚
だ
稀
薄
な

る
關
係

に
於

て
存
在
す

る
も
の

が
多

い
。
故

に
我

々
は

、
充
分

に
、
徹
底

的

に
、
此
等

の
統

計

學
を

槍
請

し
批

判
す

る
こ
ご
に
依

っ
て
、
我

々
の
現
在

の
肚
會
科

學
に
於

け

る
統
計

學

の
正
し

い
其

の
意
義

を

規

定
す

る
オ
共

に
、
斯

か
る
意
味

に
於

け

る
統
計

學
を
成
長

せ
し

め
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
ご
考

へ
る
。
斯

か
る
観

黙

か
ら

、
私

は

.
既

に
統
計
學

の
性

質

に
就

い
て
概
括

論
を
試

み
把
が
、
本
文

は
.
前
掲

の
拙
文

ご
共
に
其

の
補

遺
「を
成

す

も
の
で
あ

る
。

本
文

の
目
的

ご
す

ぢ
所
は
、
私

の
論

じ
π
る
意
味

に
於

け
る
統

計
學

に
於

て
、
統
計

の
解
説
及

び
統
計

の
批

判

が

一
個

の
重
要
な

る
意
義

ご
地
位

ご
.を
育

つ
こ
ε
を

.明
ら

か
に
し

、
且

つ
、

從
來

、

濁
逸

の

統

計
學
者

に
依

っ

て
統

計
學

の
各
論
的
性
質
を
有

す

る
も
の
こ
し
て
論
ぜ
ら
れ
來

つ
π
諸
問
題

焼
、
統
計
學

に
於

て
如

何
な

る
性
質

ご
意
義

ご
を
有

つ
も

の
で
あ
る
か

を
説

明
す

る
こ
ざ
に
あ
る
。
斯

く
す

る

こ
ご
に
よ
っ
て

、
私

は
、
統
計
學

の
極

め
て
大
雑
把

な

、
鳥

…厳
圃
的
展
開

を

一
通

り
な
し
得

把

こ
ご

、
な

り
、
從

っ
て
此
等

の
展
開

に
於

け

る
諸
問
題

の

意
義

ご
本
質

的
聯
關

ご
を
明
ら

か
に
な

し
得

る
か
ら

、
今
後

、
個

々
の
問
題

を
取
扱

ふ
場
合

に
於

け
る

一
慮

の
足

場

ご
な

し
得

る
で
あ
ら

う
ご
思

ふ
。
併

し
勿

論

,
こ

こ
ま

で
も
、

こ
れ
は

一
慮

の
足
場

で
あ
る
。
私
は
統
計

學

の

内
容
を
な
す
諸

問
題
を

個

々
に
考

察
検

討
す

る
際

に
常

に
此

の
全

膿

の
關
聯
を

省

み
自

己
批
判
を

重
ね

る
で
あ
ら

設

.苑

統
計
の
解
説
、
批
鋼
、
解
析

第
三
十
一
巻

二
五
三

第
二
號

九
七

3) 私 は 此 の 場 合 、 多 く の 凋 逸 の 統 計 學 者 を 念 頭 に 置 い て み る 。 讃 者 は 、 例 へ ば

Mayr・Conrad,Zizek,Miller等 の 統 計 學 者 を 思 ひ 浮 べ ら れ た)・o

り 輩灘 懲 輪 総 噸 敵r楓 経済1AM,xxv4.N・ 所謂縮 統計
5) 本 文 に於 け る統 計學 及 其 他 の 統計學 上 の用 語 は 、一 鷹 、私 が 既に規 定 した観

念 に從 ひ必 要 の な き限 り繰 りかへ し賊 明 しない であ ら う。



設

統
計
の
解
説
、
批
列
、
解
俳

第
三
十
一
巻

第
二
披

九

/'、

二
五
四

苑

-
F

「
ノ
。

ーー

先
づ
、
此
の
統
計
の
解
説
及
び
批
判
の
問
題
を
論
や
る
に
営
っ
て
其
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
う
。

こ
、
に
、
在
が
統
計
の
解
説
芯
云
ふ
の
は
、
公
私
の
統
計
機
関
に
よ
っ
て
奥
へ
ら
れ
た
諸
統
計
の
性
質
を
検
討

説
明
し
て
、
そ
の
統
計
の
語
る
所
の
意
味
を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
こ
さ
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ぞ
の
統
計
が
、

何
を
語
る
か
を
説
明
す
る
ニ
さ
で
あ
る
。

統
計
万
訟
の
本
質
L
d
h
¥

ぞ
め
一
一
枯
ら
ん
注
す
る
所
の
も

ま

た

、

統

計

の

批

判

さ

は

、

附

加

し

て

ぞ

の

統

計

が

、

の
を
語
h
得
る
も
の
で
あ
る
か
、
否
か
、
ま
た
、
そ
の
語
ら
ん
さ
す
る
所
が
、
我
々
の
一
求
む
る
所
の
も
の
で
あ
る

、
、
、
、
、
、

か
ど
う
か
を
吟
味
す
る
こ
ど
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
統
計
の
批
判
は
、
統
計
の
正
確
性
さ
信
頼
性
の
吟
味
に
他

な
ら
な
い
。

従
来
の
統
計
事
及
び
其
の
敬
科
書
に
於
て
、
殊
に
濁
逸
に
於
て
は
、
此
等
の
問
題
は
、
庚
く
且
つ
深
く
論
壱
ら

れ
て
ゐ
る
川
町
、
充
分
じ
、
確
立
し
た
統
計
間
半
の
立
場
に
出
殺
し
て
、
意
識
的
に
取
扱
は
れ
た
も
の
は
極
め
て
少
な

く
、
従
っ
て
多
く
の
場
合
は
、
個
々
の
統
計
を
営
面
の
問
題
の
解
決
仁
資
す
る
一
材
料
ざ
し
て
、
多
く
便
宜
主
義

よ
b
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
さ
は
決
し
て
債
値
な
き
こ
さ
で
は
な
く
、
例
へ
ば
、
賞
用
的
で
あ
り
、

啓
業
的
で
あ
る
じ
は
相
蓮
な
い
が
、
理
論
的
批
判
の
観
念
を
依
き
、
統
一
的
批
判
の
根
壌
を
快
く
が
故
に
、
我
々

が
、
こ
れ
を
統
計
拳
の
立
場
か
ら
見
る
時
、
甚
だ
物
足
り
な
く
、
一
屡
々
我
々
を
し
て
、
統
計
準
の
研
究
の
憐
り
に

他
震
な
き
も
の
な
る
こ
さ
を
痛
戚
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。

例へぽ、 Zizek，Grundriss der Statistik， Teil， n市 Conrad，Statistik T， 11， III. 
〈但し I白.AllegemeineSt. を除()、Meerwarth~ National口konomiell. Statistik. 
Muller， (ユrundrissder deutschen st;'ti語tilι
多〈の場合、 Zizekの所謂 SpezielleMethodenlehre o問題として個々の統計
を論じ、其の解説は、之れが論究四材料として提示されるに過さ'ない。忍白
云ふ意味の解説と批列とは其の重要を論ずる枝擦と其の意識に於て領域の幅

6) 



韮

一

乳
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判

樋
碍か
μ}垂

併
し
乍
ら
、
現
在
の
如
く
、
統
計
的
研
究
に
重
要
な
る
意
義
を
認
め
、
所
謂
實
謹
的
研
究
な
る
も
の
、
重
要
視

も

も

も

も

せ
ら

る

、
状

態
に
於

て
は

、
私

の
云

ふ
意
味

に
於

け

る
統
計
解
析

は
、
甚

だ
重
要

な

る
役
割
を

演
ず

る
。
此

の
場

合

、
我

々
は
、
先

づ
、
所
與

の
統
計

が
何
を
語

b
、
而

も
語
ら

ん

こ
す

る
所
を
如
何
な

る
程
度

に
迄
語
り
得

且

つ

信

じ
得

る
か
を
明
ら

か

に
す

る

こ
ご
に
依

っ
て

の
み
、
統
計
解
析

は
可
能

で
あ

る
。
現
在

、
統

計
解
析
法
が

、
経

済

統
計

の
解
剖

分
析

に
於

て

、
盛

に
用

ひ
ら
れ

、
纒
濟
事
象

の
統
計

的
研
究

が
盛
な

る
状
況

に
在

る
が
、
如
何

に

精

緻
な

る
方

法
を
施

す
も
、
如
何

に
詳
密

な

る
研
究
手
績

を
経

る
も
、
用
ひ
ら

る

べ
き
統
計

の
、
正
確
性

ε
信
頼

性

を
鉄

く
限
り

、
か

、
る
統
計
的

研
完
は

、
大

な

る
意
義

を
有

ち
得

る
も

の
で
は
な

い
で
あ
ら
う
。
於
是
、
我

々

の
問

題

嬉
し

て
は
、
寧

ろ
先

づ
統
制

的
研
究
.の
前
段

的
仕
事

ご
し

て
の
統
計

の
理
解
ピ
、
吟
味

ご
を

必
要

寵
す

る

の

も

の

で
あ

り

、
從

っ
て

、
我

々
統

計

學
を

問

題

こ
す

る
者

に

ご

つ
て

は
、
統

計

の
解

説

ざ
批

判

ご

が
重

大

な

る
問

題

こ
し

て
與

へ
ら

れ

る

こ

と

、
な

る

。

も

へ

も

問

題
を
他

の
覗
角

に
於

て
見

る
こ
ご

＼
し

、

い
ま
統
計

的
研
究

に
於

け

る
問
題

の
重
要
性

か
ら
離
れ

、
統
計

方

し

も

へ

法
自

禮

に
即

し
て
見

れ
ば

、
統
計

の
解
説

ご
批

判

ご
は
、
如
何
な

る
意
義

を
有

つ
で
あ
ら
う

か
。

こ
れ
を
極

め
て
包

括
的

に
云

へ
ば
、
大

量
観
察

法

に
於

て

は
、
そ

の
具
髄
的
展
開

に
資
し

、
統
計
解

析
法

に
於

て

は
、
そ

の
具
膿
的
方

法
の
規
定

弧
光

な

る
貢
献
を
な

す

ご
云

ふ
こ
ご
が
出
來

る
。
蓋
し

、
統
計
方

法
自
膿

は

、

極

め
て
具
禮

的
研
究

方

法
で
あ

っ
て
實
際

の
調
査

、
観
察

の
封
象

に
規
定

せ
ら

れ
て
、
大
量
観
察
法

は
定
ま

り
、

の

ま

た
、
そ

の
結
果

こ
し

て
、
自
ら

用

ひ
ら

る

べ
き
統
計

解
林
法
も
與

へ
ら
れ

を
。
統
計
方
法

は

こ
れ
を

螢
達
史

的

に
見
れ
ば
、
か
く
し

て
現
在

に
至

っ
て
み
る
事
實

を
見
逃
す

こ
ご
が
出
来
な

い
。
統
計

學

の
登
達

に
於

て
、

現
在

読

苑

統
計
の
解
説
、
批
判
、
解
杯

第
三
+
一
巻

二
五
五

第
二
號

九
九

を 異 に す る 。(cf.Zizek,GruコdrissderStatil5tik,TeilII)

私 はv・ ま 藪 に 統 計 學 の 學 問 的 批 判 を 問 題:に し て る る。 一 廻 の 論 文 、 著 書 等 が8)

「何 等 か の 役 に 立 つ 」 と云 ふ 意 味 に 於 て 研 究 の 批 判 の 根 櫨 と す る な らば 無 き よ.

り ま しで 、 批 判 の 必 要 は な い で あ ら う。 従 来 統 計 學 の 研 究 領 域 に 於 て は 、 此

の 謎 に 於 て 極 め て 御 都 合 主 義 的 で あ り、お ざ な りで あ る。

9)cf.∫.Milller,DeutscheWirtschaf吐sstatis　 ik,∫ena,Ig25,V{⊃ τwo■t.



説

統
計
の
解
説
九
批
州
、
解
株

第
二
強

苑

第
三
十
一
審

二
五
六

一O
O

の
扶
趨
に
於
て
は
、
か
、
る
個
別
的
、
具
瞳
的
統
計
方
法
の
集
積
は
、
一
般
的
大
量
観
察
法
を
抽
象
的
に

規
定
し
得
た
芭
共
に
、
他
面
、
統
計
解
析
法
の
抽
象
的
規
定
を
奥
へ
得
た
の
で
あ
る
。
此
の
抽
象
的
規
定
は
、
問

題
た
る
統
計
方
法
を
規
定
す
る
ぎ
共
に
、
ぞ
の
現
賓
の
勢
象
は
、
ま
た
統
計
方
法
を
規
定
し
、
か
く
し
て
、
悲
に

具
睡
的
な
る
統
計
方
法
を
得
る
。
か
、
る
性
質
は
、
一
般
的
に
、
科
皐
研
究
方
法
に
共
通
の
も
の
で
あ
h
、
勿
論

統
計
方
法
に
於
て
も
例
外
さ
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
此
の
限
り
じ
於
て
、
い
ま
、
現
賓
の
統
計
の
解
説
及
び
批
判

は
、
そ
の
統
計
の
本
質
の
克
明
で
あ
り
、
ぞ
の
統
計
に
用
ひ
ら
れ
た
大
量
観
察
法
の
解
説
批
判
で
あ
る
。
此
の
結

果
が
、
大
量
腕
籍
法
自
惜
の
反
省
芯
な
り
、
成
長
・
ぜ
な
る
ご
ざ
は
一
国
ふ
ま
む
も
な
い
で
あ
ら
う
。
イ
」
共
仁
、
そ
の

統
計
の
正
確
性
、
信
頼
性
の
批
判
の
結
果
は
、
用
ひ
ら
る
ぺ
き
統
計
解
析
法
を
規
定
す
る
こ
さ
じ
な
る
で
ゐ
ら
う
。

一
面
、

右
の
意
味
に
於
て
、
統
計
の
解
説
さ
批
判
さ
は
、
何
慮
ま
で
も
具
瞳
的
問
題
ざ
し
て
奥
へ
ら
れ
る
。
我
々
の
統

計
畢
に
於
て
、
統
計
方
誌
の
、
一
般
的
、
抽
象
的
規
定
を
、
原
論
的
問
題
注
す
る
な
ら
ば
、
統
計
の
解
説
さ
批
判

三
は
、
特
殊
的
、
具
瞳
的
統
計
方
法
を
論
?
る
統
計
事
各
論
の
問
題
ざ
し
て
奥
へ
ら
る
ぺ
き
性
質
の
も
の
で
あ

る。
以
上
に
於
て
、
在
は
、
統
計
の
解
説
、
批
判
が
、
所
謂
統
計
方
法
の
問
題
に
於
て
、
如
何
な
る
意
義
を
有
し
、

従

τま
た
、
統
計
拳
に
於
て
、
如
何
な
る
地
位
を
輿
へ
ら
れ
る
ぺ
き
問
題
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
な
し
得
た
こ
さ

、
思
ふ
。
以
下
に
於
て
は
、
を
の
統
計
の
解
説
、
批
判
の
中
心
的
問
題
を
説
明
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
殊
に
私
が

本
丈
の
題
目
ざ
し
て
、
統
計
の
解
説
、
批
判
、
解
析
ざ
し
た
の
は
、
統
計
方
法
の
問
題
を
直
接
に
統
計
的
研
究
を

な
す
者
の
立
場
に
立
っ
て
見
る
時
、
我
々
の
統
計
的
研
究
の
道
程
を
示
す
も
の
仁
他
な
ら
瓜
か
ら
で
あ
る
。
(
註
V

£
gdpιEV4J 

10)此白場合言た、特定の統計解梼法の進歩せる結果は大量観察法を規定ずる伶
用を有ヲであらう。此等白間に存ナる相互作用並に統計解椋法を基準としで
問題を説明ナるととは、1:.，には避ける。蓋し此白問題が ζ 1.fC論ずる問題
の焦勤ではないからである。



所
謂
統
計
的
研
究
な
る
も
の
は
、
こ
れ
を
統
計
方
法
の
み
に
即
し
て
見
る
時
に
は
、
所
奥
の
統
計
の
解
析
的
研
究

で
あ
り
、
而
も
解
析
的
研
究
仁
於
て
は
.
右
の
三
過
程
を
経
る
も
の
で
あ
っ
て
、
統
計
の
理
解
す
」
吟
味
ご
は
、
統

計
の
解
訴
白
煙
ざ
不
可
分
離
の
、
密
接
な
る
開
係
に
立
つ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

(
註
)
私
は
嘗
ワ
て
統
計
的
研
究
の
過
程
を
左
の
園
式
を
以
て
説
明
し
た
ζ

と
が
あ
る
。
不
完
全
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
統
計
的
研
究
に
親
し
か

の
な
い
讃
者
に
一
白
参
考
と
し
て
無
意
味
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。

統計的研究白順序方法一覧

相;

解
析
法
の
問
題
に
就
い
て
、
と
こ
に
詳
論
す
る
こ
と
は
問

題
外
で
あ
る
。
一
般
的
説
明
は
、
前
掲
、
「
統
計
撃
に
於

け
る
ニ
ヲ
白
傾
向
に
就
い
で
」
参
照
。

説

苑

統
計
の
解
説
、
批
列
、
解
訴

第
三
十
一
巻

二
五
七

第
二
一
蹴

O 



説

苑

統
計
の
解
説
、
批
判

、
.解
綿

第
三
十

一
巻

二
五
八

第

二
號

一
〇
二

三

然

ら
ば

、
統
計

の
解
説

は
、
如

何
な

る
問
題
を
そ

の
内
容

こ
し
、
如

何

に
之

れ
を
な
す

べ
き

で
あ
る
か
、
ま

仁

統
計

の
批

判
は
如
何

に
之

れ
を
な

す

べ
く
、
如
何

に
し

て
可
能

で
あ

る
か
。

コ

も

ヱ

こ

、
に
私
が
云

ふ
所

の
統
計

ご
は
、
嘗

っ
て
私

が
簡

軍

に
述

べ
た
様

に
、
大
量
観
察

の
結
果
た

る

一
團

の
敷
字

を
指
し

て
云

ふ
の
で
あ

る
。
勿

論

、
現
在

、
統
計

ご
稻

せ
ら
れ

つ
、
あ

る
も

の
に
於

て
、
厳
格

に
は
、
大
量

観
察

の
結

果
に
基

づ
か

兎
も

の
が
多

々
あ

る
が
、
こ
れ

が
故

に
、
.私
、の
與

へ
た
統
計

の
概
念
規
定

を
否
定
す

る
根
僚

に
は

な
ら
な

い
。
蓋

し
、
少

く
艦
も
此
等

の
統
計

㊧
繕

せ
ら

れ
て
る
る

も
の
に
於

て
は

、
理
論
的

に
は
大

量
観

察

の
目

的
を
有

し
、
之

れ
を

目
標

こ
な
す

も

の
で
は

あ
る
が
、
實

際

の
問
題

こ
し
て
は
、
現
實

に
何
等

か
の
障

害
を
存

し

之

れ
を
徹

底

し
得
な

い
で
、
大

量
観
察

を
目
指

し

つ
、
も
、
之

れ

に
代

る
の
方
法

に
從

っ
て

み
る
も
の
に
他
な
ら

エ

を

な

い
の
で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。
所
謂

一
部
調
査

の
如

き
セ

推
計

の
如

き
、

ア

ン
ケ
ー

ト
或
は
標
本
詳
査

の
如

き

こ

れ

で
あ

る
。
私

は
、
統
計

の
観
念

を
統
計

ご
幕

せ
ら

る
、

一
團

の
歎
字

の
典

型
的
な
る
而
も
本
質

的
な

る
も
の
を

捉

へ
て
規

定

し
把

の
で
あ
る
。
此

の
意
味

に
於

て
、
私

の
統
計

の
解
説

に
就

い
て

も
、
そ

の
批
判

に
就

い
て

も
根

本
的
問
題

は
、
大
量
観

察
を
中

心

こ
す

る
。

ゆ
ゑ

に
、
私

が
此

の
問
題

に
就

い
て
論
ず

る

に
は
、
先

づ
大
量

観
察

の
問
題

よ
り
始
む

べ
き

で
あ
る
が

、
此

等

に
閲
す

る
概
念

規
定
は

、
既

に
私

が
先

き
の
論
文

に
於

て

一
慮

與

へ
陀
所

で
あ

る
か
ら
、

い
ま

一
々

こ
れ
を
繰

り

か

へ
さ
な

い
。
勿

論
、
他

の
機
會

に
於

て
大

量
観

察
白
膜
を
問
題

に
す

る
で
あ
ら
う

が
、
こ

＼
に
は
大

量
観
察

の

四
大
要
素
を
問

題

の
出
登
貼

ε
す

る
。

霧 賊蕪縦続鷲雛 濡鰐灘蒙留ご濃1齢鶏織綾鼻1鑑訟覧會
統 言†論 糊塗 耳翼o



私

が

こ

～
に
大

量
観
察

の
四
大
要

素

ご
云

ふ
の
は

、
大
量

の
輩
位

、
標
識
、
時
及

び
場
所

で
あ

る
。
大
量
観
察

用
凱
考

通
俗

的

に
云

へ
ば
所
謂
統

計

の
調
査

が
、
そ

の
根
本

に
於

て
右

の
四
大

要
素
を
問
題

こ
す

る
限
り

、
あ
ら
ゆ

る
問

に

55

の讐

題

は
、
此

の
四
要
素

よ
b
直
接

に
或

は
派
生
的

に
生
起

さ
れ
る
も

の
で
あ

る
。
從

っ
て
、
統
計

の
解
説
も
批
判
も

蕊
誹

嚇議
辮
轍

鱗

嘱籍
鑓

轍鰻
灘
纈照
欝

欝
鰭
昧磐
坦籍
"響
謙
罐
驚
細
論
鳶

鴛
槻
遡
鷺
篠
拶
瑠
鮭
鱒磁
辮
総

鷺
鵬
議
鷺

雑

避
難
罧簾
ボ離
離
ボ譜
難
総

船繋

蹴

四
大
要

素

で
あ
る
。
そ

れ
は
何
故

で
あ

る
か
、
先

づ
こ
れ
を
解
決
し

て
他

の
諸
因
子

の
關
係
す

る
問
題

に
移

る
で

質
於
町
W
を

性

に
仰
x
れ

の
學

田
町
そ

あ

ら

う

。

計
計
副
㎝

の

囎
銀
撚

嘗

っ
て
私

が
述

べ
た
如

く

に
、
大

量
を
解
す

る
な
ら

ば

、
大
量
は
肚
會

的

に
其

の
存
在

の
規
定

せ
ら

れ
だ
藁
囲

経

念
る
翫

が

翰

.

で

あ

る

。

我

々
が
大

量

を

取

扱

ふ
の

は

、

何

も
個

禮

の

一
團

こ

し

て

、

任

意

に

、
集

團

を
見

る

の

で
は

な

く
、

そ

・
秘
礁
賄
㎞
齢

拙
な
れ
鷹
の

れ
が
、
肚
會

的
存
在

ご
し

て
の
集
團
な

る
が
故

に
、
大

量

ざ
し
て
取
扱

ふ
の
で
あ

る
。

か

、
る
大
量

の
規
定
は

、

掲
量
ら
k
方

前
大
ひ
祖

へ

し

も

換
言
す
れ
ば
右
の
四
要
素
の
規
定
で
あ
る
。
即
ち
軍
位
の
規
定
は
大
量
の
本
質
を
確
定
す
る
。
何
が
大
量
で
あ
る

の
り

か
は

、
何

が
軍

位

で
あ

る
か

に
依

っ
て
定

め
ら

れ

る
。
故

に
我

々
が

一
定

の
大

量

を

捉

へ
る

こ

ご
は

、

箪
位

を

提

1
1

親

苑

統
計

の
解
説
、
批
判
、
解
析

第
三
十

一
巻

二
五
九

第

二
號

一
〇
三

軸



説

苑

晶就
計

の
解
説
、
掲
朔
、
解
杯

第

三
十

一
巻

二
六
〇

第
二
號

一
〇
四

へ
も

こ
ご
に
他
な
ら

澱
。
失

業
な

る
大

量
は
失
業

者
を
規
定
す

る

こ
ご
を
決
定

的
條

件

ε
す

る
。
軍
位

を
規
定

す

る
こ
ご
は
、
故

に
、
大

量
観
察

に
於

け

る
重
大
問

題

で
あ
る
。

い
ま

、
此

の
問

題
を
根
本
的

に
論
ず

る
場
合

で
は

陶

な

い
が
,
右

の
意

味

か
ら

、
大
量

の
規

定
は
、
充
分
な

る
肚
會

的
認
識
を
前
提
的
條
件

こ
す

る
。
若

し
、
肚
會
的

認
識

に
階
級

的
差
別

の
あ
る
も
の
ε
す

れ
ば

、
我

々
の
大
量

の
認
識

に
於

て
も
階
級

性

の
存
在
を

否
定

し
得
な

い

で
あ
ら

う
つ

こ

、
に
統
計

の
階
級
性

の
問
題

が
横

は

る
、
我

々
が
統

計

の
解
説

ご
批
判

ぜ
に
、
此

の
根
本
的
條
件

ゆ

を
意
識

す

る
8
否

ご
は
、
そ

こ
に
問
題

解
決
上

、
大

な

る
差
異

を
生
す

る

で
あ
ら
う
。
要
す

る
に
剛
統
計
自
膿

に

於

て
.
ま
た
、
統
計

の
解
説

㎡
批
判

ご

に
於

て
、
我

寿
の
杜
會

科
學

に
於

け

る
認

識
論
的
立
場

ε
方
法

ε
は
、
根

本
的
問

題

で
あ
る
。

こ
の

こ
ご
は

、
統
計

學

が
、
從

っ
て
統
計
方

法

が
自

己
批
判
を
鉄

い
て
お

っ
た
結
果

ざ
し

て

甚

だ
不

注
意

に
閑
却

さ
れ
來

つ
た

の
で
あ
る
。

(勿

論

、
何
故

に
閑
却

さ
れ
來

つ
た
か

に
就

い
て
、
必
然

的
な
理
由

は
存
在

す

る
)
従
来

の
統
計
學
者

が
、
調
査
者

こ
し

て
の
「
譲
れ
」
を
問
題

に
し
た
の
は
、
我

々
に
於

て
は
、
軍

に

`
正
確
性

の
吟
味

ビ
し

て
の
み
な

ら
す

、
信
頼
性

の
批

判

ご
し
て
重

要
な

る
意
義
を
有

つ
。

標
識

に
就

い
て

も
、
同
様

の
問
題

の
存
す

る

こ
ざ
は
論
ず

る
ま

で
も
な

い
。
標
識

に
於
け

る
根
本
問
題

は
、
大

量

の
集
團
性

の
方
向

で
あ

る
。
標
識

の
選
樺

、
纂
示

は

、
調
査

者

の
大
量

の
存
在

に
饗
す

る
開

心

に
よ
る
も

の
だ

か
ら

で
あ
る
。

こ
れ
は

、
我

々
の
肚
會
的
意
識

の
方
向

の
問
題

で
あ
る
。
統
計

の
解
説

ご
批
判

が
、
こ
㌦
に
ま

で

到
達

し
て
、
初

め
て
、
我

々
の
統
計

の
僧
位
評
償

が
可
能

で
あ
ら
う
。

い
ま

、
で
、
統
計

學
者

の

】
團

が
、

こ
れ

に
何

ご
答

へ
て

る
把

で
あ
ら
う

か
。
・而

も
人
は
、
統
計

學
は
、
肚
會

に
存
す

る
理
法
を
明
ら

か

に
す

る
ピ
叫
ん
だ

こ
ε
さ

へ
あ

る
の

で
あ
る
。

15)Zizekは 他 の 観 艶 か ら 此 の 問 題 を取 扱 っ て み る 。

cf.Zizek,FunfHauptproblemederst.Methodenlehre,Miinchen,1922・

讃 者 は ヅ ア ル が 著 世 界 経 済 年 報(経 済 批 判 曾 課)に 於 け る種 々 な る統 計 の 解16)

読 と批 判 の 例 を 見 出 す で あ ら う。



、

大
量

の
時

の
問
題

、
場
所

の
問

題
は
、
大

量

を
肚
會

的
存
在

こ
な
す
限

套

に
於

て
、
之

れ
を
規

定

せ
ね
ば
な
ら

孤

こ
8
は
、

こ

、
に
説
明
を

ま

つ
ま

で
も
な

い
こ
ご
で
あ
ら
う
。
我

々
は
、

こ

、
に
於

て
も

、
輩
位

や
標
識
巴
共

に
肚
會
的
意

識
從

っ
て
肚
會

的
認
識

ご
程
度

が
根
本
的
問

題

こ
し

て
考

へ
ら
れ

る
。

従
来

の
統
計

翌

於

て
此

の
四
要
素

が
問

題

暮

れ
な

か

っ
た
詳

で
は
な

い
。
否
、
寧

ろ
問
題

に

さ
れ
過

ぎ
る

程
周
題

に
さ
れ

、
統

計
方
法

の
研
究

長

て
、
極

め
て
微
細

の
黙

に
迄

論
究

さ
れ

て
る

る
の
で
あ

る
・

そ
れ
に
も

不
拘

、
此

の
基

本
的
問
題

に
就

い
て
は
、
全
然
省

み
ら
れ
な

か

つ
π
の

で
あ
る
。
私
が

こ
ま

か

い
諸
問
題
を
敢

て

こ

㌦
に
は
論
及

せ
す
、
陀

㌢
右

の
黙
を
強
調

す

る
所
以

で
あ
る
。

要
す

る
に
此
等

の
四
要
素

は
統
計

の
本
質

を
規

定
す

る
.、次

に
我

々
が

、統
計

の
解
説
及

び
批
判

の
因
子

ど
し
て

繋

ぐ

べ
き

は

、
か
く
し

て
規
定

せ
ら
れ
た
大

量

の
把
握

の
過

程

で
あ
り
、
把
握

せ
ら
れ
陀
大

量

の
、
数
字

的
表
現

の
方
法

で
あ

る
こ
ご
は

、
既

に
述

べ
た
所

で
あ

る
。
此
等

は

一
般

に
、
統
計

調
査

の
手
練

ビ
考

へ
ら
れ

、
技

術
的

問

題

ご
さ
れ

る
が
、
我

々
の
統

計
學

は
、
此
等

の
手
綾

上

の
諸
問
題

を
、
技

術
を

、
理

論
的
劉
象

ご
し

て
取
扱
は

ね
ば
な
ら
な

い
。
蓋

し
、
此
等

の
技
術
を
指
導
す

べ
き

理
論
は
、
π

Ψ
統
計

學

の
み

の
與

へ
得

べ
き
理
論

だ
か
ら

で
あ
る
。
大
量
を
規

定
し
た
肚

會
的
認
識
は

、
ま

セ
自
ら

、
此

の
手
績
過

程
を
も
規
定
す

る
で
あ
ら
う

。
人
は
大

量
の
墾

に
は
注
意
し
孕

、
調
薯

の
意
識
も
、
時
に
は
之
れ
を
判
別
し
得

・
で
安

　
.が
・
手
練
過
程
に
於

て
、
何

が
行
は
れ
た

か
、
九
仞

に
進

め
ら

れ

把
か
を
見
極

め
る

こ
ご
は
困
難

で
あ
ら
う

。
我

々
が
、
か

く
意

識

し

て
統
計

を
仔
細

に
検

討
す

る
時

、
果
し
て
何

が
登
見

さ
れ

る
か
、
私

が
、
特

に
、
統
計

の
正
確
性

ご
共

仁
そ

の
信

頼

性

を

問

題

に
す

る
所

以

な

の

で

あ
る

。

い
ま

、
私

は

、

こ

・
に

た

Σ

般

的

問

題

こ
し

て

、
請

者

の

注
意

を
乞

説

苑

統
計
の
解
説
、
批
剣
、
難

第
三
+

霧

三

ハ
一

第
二
號

一
〇
五



設

統
計
の
解
説
、
抗
州
、
解
桝

第
一
一
一
十
一
巻

第
二
披

一
O
大

ム

ノ、

Jl~ 

ふ
に
さ
げ
ミ
め
‘
右
の
諸
手
績
過
程
に
於
て
起
り
得
る
個
々
の
問
題
に
は
、
故
意
に
論
及
し
な
い
で
あ
ら
う
。
統
計

の
批
判
は
、
か
く
し
て
ぞ
の
手
績
過
程
に
於
て
も
重
大
な
る
問
題
を
有
つ
ざ
す
れ
ば
、
統
計
の
解
設
は
、
此
の
過

程
を
、
批
判
の
可
能
の
限
度
に
於
て
正
確
に
行
は
る
〈
き
で
ゐ
る
。
蓋
し
統
計
の
解
説
は
、
統
計
の
批
判
の
前
段

的
過
程
だ
か
ら
で
あ
る
。
而
も
亦
、
統
計
解
析
は
、
そ
の
統
計
の
批
判
を
、
必
須
的
前
提
傑
件
ご
す
る
こ
さ
は
、

前
越
し
た
返
り
で
あ
る
。

' 

右
の
一
聯
の
閥
係
に
於
て
、
統
計
の
解
説
さ
批
判
の
問
題
は
、
之
を
換
言
す
れ
ば
、
統
計
の
本
府
賞
、
正
確
位
、

信
頼
性
の
解
説
ご
批
判
の
問
題
で
あ
る
。
而
し
七
こ
れ
が
貫
際
の
、
具
閥
的
の
池
程
は
、
右
の
解
説
、
批
判
の
ゴ
一

因
子
の
分
桝
究
明
に
他
な
ら
ぬ
。
此
の
分
析
究
明
が
在
っ
て
我
々
は
初
め
て
、
統
計
解
訴
の
一
歩
を
踏
み
出
し
得

る
さ
共
に
、
こ
れ
あ
っ
て
、
統
計
方
法
の
自
己
批
判
は
可
能
ご
な
り
、
進
歩
が
あ
る
。

統
計
に
理
解
な
く
ば
、
統
計
の
利
用
は
不
可
能
で
あ
る
。
費
誰
的
研
究
さ
稗
し
て
、
矢
鱈
に
統
計
を
そ
の
材
料
ざ

す
る
も
、
そ
れ
は
数
字
の
行
列
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
否
寧
ろ
、
屡
々
人
を
欺
く
の
罪
を
犯
す
で
あ
ら
う
。

蓋
し
、
批
判
な
き
統
計
の
利
用
は
、
虚
言
を
吐
〈
ざ
何
等
の
匝
別
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
而
も
、
理
解
な
き
者
は

統
許
な
る
が
故
に
、
信
じ
得
ぺ
し
さ
な
し
、
数
字
な
る
が
故
に
確
買
な
り
さ
す
る
。
こ
、
に
於
て
、
統
計
皐
は
、

具
瞳
的
に
、
諸
統
計
を
解
説
し
批
判
す
る
の
必
要
が
、
理
論
的
に
も
、
買
際
的
に
も
必
要
さ
な
る
。
こ
れ
、
統
計

厚
各
論
に
於
て
、
此
の
問
題
を
取
扱
ふ
所
以
で
あ
る
。
殊
に
我
園
に
於
て
は
、
佃
別
的
研
究
ざ
し
て
も
極
め
て
少

じ
、
況
ん
や
、
開
系
的
に
行
は
れ
た
研
究
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
一
個
の
統
計
皐
の
研
究
ざ
し
て
一
大
事

業
ざ
し
て
蔑
さ
れ
て
ゐ
る
。
濁
逸
に
於
て
も
亦
其
他
の
園
々
に
於
て
も
、
個
々
の
論
文
ざ
し
て
は
兎
に
角
、
系

17) 長津柳作氏著産業統計の理論及責務は此の方面的研究のーワの行き方であら
ラ。一例としてあげる。



〆

O

統

的
著
作

は
稀

れ
で
あ
る
。
肚
會
統
計

學
者

が
、
統
計
學

に
依

っ
て

一
個

の
肚
會
科
學

の
成

立
す

る
如

く
誤

解
し

て
、
そ

の
展
開

し
得

だ
結

果
は
、
實

は
此

の
統
計

の
解
説

と
批

判
の
不

充
分
な

る
逐
行

で
あ

っ
た
。
我

々
が
先
人

の
誤

り
を

正
し

て

進

み
直
ほ
す
道
は

、

此

の
問
題

を
統
計
學

各
論

の

問
題

ご
し
て
、

意

識
的

に
取
扱

ふ

こ
ご
で

は
あ

乙
ま

い
か
。
か
く
す

る

こ
ご

に
依

っ
て
我

々
の
先
學

の
努
力

し
た
結
果
は

、
我

々
の
統
計
學

に
於

て
輝

や
が
、

し

く
成
、長
し
得

る
で
あ
ら
う

。
私
は
決

し

て

、
濁
逸

の
統
計

學
者

の

一
部

の
如

き
意
味

の

ヨ
。
二
6
臼
犀
角

こ
し
て

珊

統

計

學

を

論

ず

る
も

の

で
は

な

い
。
斯

く
解

し
來

っ
て
、

初

め
て

、

私

は

、
統

計

學

各

論

ε
し

て

、
所

謂

経
済

統

計

論

や

、
経

螢
統

計

論

の

本
質

こ
そ

の
問

題

の
内

容

、

所

在
を

一
慮

明

ら

か

な

ら

し

め
得

る

ピ
思

ふ

の

で
あ

る
。

勿

論

.
私

ざ
そ

の
考

へ
方

を

異

に
す

る

が
、

統

計

の
解

説

ご
批

制

の
問

題

准

取

扱

つ
兜
研

究

ピ
し

て

,
撒

は

、
前

掲

の

甘
}套
5
①
ω
寓
巨

。
『

の
著

作

O
「.≡
ユ
勢

・。
紆

『
U
。
=
誓

}μ窪

Q。
叶註

・。二
陣

を
塞

げ

る

こ

ご

が
出

家

る
。

此

の
書

は

、
濁

逸

の
諸

統

計

及

び

其

の
關

係

を

知

る

に
好

適

の
も

の

で

あ
り

、

且

つ
、
そ

の
解

説

及

び

批

判

の
中

よ

り

、

統

計

方

法

の
諸

問

題

に
關

し

多

く

の
暗

示

を

受

け

る
。
併

し
我

々
は

、

そ

の
大

部

の
著

作

で

あ
b

好

著

で
あ

る

に

も
不

拘

、
其

の
解

説

ε
批

判

の
基

礎

理

論

の
薄

弱

、
不

透

明

で

あ

る

こ

ご
,
從

っ
て
真

庭

に
統

一
的

見

解

の
な

い

こ

ざ

に
不

満

を

戚

ぜ
ざ

る
を

得

な

い
。
併

し

、

著

者

が

、
無

意

識

に

も

せ
よ

、
我

々

の
統

計

學

の

一
問

題

の
解

決

に
人

な

る
試

作

を
提

供

さ

れ

た

こ
ご

は

、
尊

敬

す

る

ご
共

に

、
戚

謝

せ

ね
ば

な

ら

な

い
。

ミ

ュ
ラ

ー

の
著

に
先

行

す

る

も

の

は

ヂ

ー

ヂ

エ
ッ
ク
前

掲

書

の
第

二
部

に
於

け

る

]≦
舞
雷
同ゆ
=
①

曽
馨
一ω一罪

も

此

の
意

味

に
於

て

、

我

々

に

好

材

料
を

提

供

す

る
。

ヂ

ー

ヂ

エ
ッ
ク

の
統

計

學

の
性

質

に
關

す

る
所

論

は

兎

に
角

、
實

際

に

諭

せ
ら

れ

た
問

題

は
專

ら

統
計

の
解

説

、
批

判

で

あ

る
。
故

に
其

の
第

二
部

の
標

題

、
言
騨
o
膏

=
。
し。
§

馨

岸

戸一巳

QQ
需
。
一6
=
o

竃
o
臣
o
I

設

苑

.

統
計
の
解
読
、
批
㎝列
、
解
林

第
三
十

一
巻

二
六
三

第

二
號

一
〇
七

ユ8)私 は他 の機會 に統計學に於け る方法論家の 立場 を検討批判 し此の鮎 を更に明
らかにす るであらう。



諭

苑

.

統
一計
の
解
読
、
批
一列
、
解
析

師弟
三
十

一
巻

二
六
四

一弟
二
號

一
〇
八

白
o
巳
o
ξ
。
は

、
私

の

考

へ
る
意

味

に
於

て

、

そ

の
内

容

を

よ

く

語

っ
て

み

る

も

の

ビ
云

は

ね

ば
な

ら

な

い
。

我

々

が

か

く
解

す

る

こ

ご

に
依

っ
て
彼

の
著

作

の
意

味

が
内

容

的

に
は

ほ

冨
理

解

さ
れ

る
模

に
考

へ
る
。
勿

論

、
原

著

者

が

、
充

分

に
、

理

論
的

に
意

識

し

て

の
成

果

で

あ

る

ど
否

ご
は

、
全

く
別

個

の
問

題

で
あ

る
。

其

他

、

独

逸

の

ヘ

ヘ

ヘ

へ

統
計
學
者

の
研
究

著

作

に
於

て

、
此

の
問
題

に
大

な
h
・小
な

り
内
容
的

に
爛

れ
て
み

る
も

の
は
決

し
て
少

く
な
り

が
、
我

々
が
、
か

、
る
問

題
を
批
判

の
視
角

こ
し
て
見

る
時

.
初

め
て
そ

の
債
値
評
慣

の
可
能

な

る
も

の
が
決

し

ヘ

ヘ

ヘ

へ

て

少

く

は

あ

る
ま

い
.
我

々

の
課

題

ご
し

て

は

、
輩

に
統

計

の
批

判

の
み

な

ら

す

、
統

計

學

の
批

判

も
甚

だ

重

要

き

う

レ
つ
セ

ノ
ヘ

コ
し
トト
へ

こ

　　
ヤ
　
ヨ　
ユ

コ

ロ

エ
ゴ
ニ

おに
コ

へ
っ

に
る
ト
へ
こ

ド
ヤ
　
し　
のモ

に
　
ゴ

コヨ

アミ
ラ

ひ

お
ニ

　

て
詩
,覆
-

壮
レ
L

そ

、r
-に

オ

魂
〆0
、剛
国
通

ご

慈

三
河

て

に
為

し

境

に
」4
魂
'σ
,侶

翌
一よ

り

顎
'て
隣

偵

読

そ

一
二

σ
、

著

作
を

引

い
て

、
本

文

の
説

明

の
不
備

を

補

へ
ば
足

る

の

で
あ

る

。

最

後

に
、

統

計

の
解

説

及

び
批

判

を

、

一
系

統

の
組

織

の
下

に
論

ず

る
場
合

、

驚

系

の
問

題

が
獲

る

。

併

し

問

題

は

、

私

の
先

き

に
述

べ
た

所

か

ら

、

統

計

學

各

論

の
組

織

の
問

題

に
錦

す

る
。
本

文

は

、
問

題

を

そ

こ
ま

で

展

開

す

る

目
的

を

以

っ
て
記

し

た

も

の

で
は

な

く

、
統

計

の
解

説

及

び
批

判

の
意

義

を
明

ら

か

に
し

、
そ

の
統

計

學

の
理

論

及

び
實

際

に
於

て
有

つ
重
要

性

を

考

へ
、

か

く

し

て
、

此

の
問

題

の
焦

鮎

を
明

ら

か

に
す

る

こ
ご

に
在

っ
た

の

で

あ

る

。
統

計

學

各

論

の
組

織

上

の
問

題

は

、

こ
れ

を

、

他

の
機

會

に
於

て

、
詳

論

し

た

い
ご
思

ふ

。


